
【取組内容】

受注者からAI活用に関する意欲的な取組について提案を受け、実際に建設現場でその取組が実施

された場合、「工事施行成績評定」で加点評価する。

【取組概要】
＜試 行 対 象＞ 建設部、農政部、水産林務部所管の請負額５００万円以上の工事

令和８年４月１日以降公告の工事（契約済みの工事についても協議により試行可能）
＜公 告＞ 公告文、入札説明書、特記仕様書に試行対象工事であることを明記。
＜契 約 後＞ 受注者は、取組を希望する場合、提案様式に取組内容を明記し、工事監督員へ提出。
＜取組実施後＞ 取組を確認できた場合、工事施行成績評定において加点評価。

【評価対象】

・工事現場内で行う取組（工場制作のみの工事の場合は、工場の取組も対象とする。）

・施工関係、品質関係、安全衛生関係に該当する取組

・発注者が費用を計上していない取組

・工事現場として実施が確認できる取組

・工事目的物の性能や耐久性等に影響しない取組

「AI活用試行工事」について

建設現場におけるAI技術の活用を通じて、施工の効率化、品質および安全性の向上を図ることを目的と

して、「AI活用試行工事」を実施する。


